（２）　塵芥・危険物処理

　生活様式の変化に伴って、生活物資の容器、諸器具に付隨した不用品などゴミ類の量が多くなっている。とくに危険物は遂年その量がふえ続け、電気器具類、金属類の容器など各地に散乱する状況で、伍内の共同作業で町内の各所にまとめて捨てられてはいたものの、捨て場もすぐに限界に達し、その処理方法に頭をかかえていた状態であった。
塵芥・危険物処理
　こうした悩みは各市町村共通の問題であり、地域の狭い羽合町では特に切実な問題として検討されていたが、
施設設置の計画
昭和４２年東伯郡町村長会の協議題として羽合町長から提案され東伯郡共通の問題として取り組むよう要請された。だが当時の処理施設技術では危険物の完全処理まで可能であるかどうか不安もあったり、また不完全ながらゴミの処理施設を保有している町村もあって、結局倉吉市、羽合町、北条町、泊村の１市３町村で計画されることとなった。その後関係町村で危険物の処理方法についても研究した結果その見通しもつき、昭和４３年９月倉吉市和田字向山を建設地と定め着工された。

　完工は４４年６月で同年８月２０日から操業された。建設工事費は総額５７,０００,０００円で、各市町村の負担割合は倉吉市８０％、羽合町７.９１％、北条町７.４０％、泊村４.６９％と決まった。

　しかし完工した後において関金町が４４年１２月、東郷町が４５年５月、三朝、東伯、赤碕が４６年１１月とそれぞれ加入したため、当時の処理能力を大きく上廻る処理場が必要となり、東伯町に第２施設を建設する議がまとまり、４９年１２月完成操業した。
ゴミ・危険物の収
　ゴミ、危険物の収集の方法は、ゴミを週２回、危険物を月２回と定めて各市町村の指定箇所に置かれたもの
集方法
を収集するもので、羽合町内に９０箇所指定されている。収集料金は個人からは徴収せず、各町村とも必要な経費を負担金で支払っている。

　昭和４９年度の羽合町負担金は建設費分１,１５１,０００円（４.４１％）運営費３,３９４,０００円（５.４１％）となっている。運営費の負担割合算出基礎は次のとおり定められている。

　１、収集割合　人口の６割


　２、倉吉市　　１人１日当たり排出量７００ｇ


　３、町　村　　１人１日当たり排出量６００ｇ


　（関係町村の負担率は中部市町村共同施設管理組合の項に記録）


　また関係町村におけるゴミ収集状況は次のとおりで、羽合町におけるゴミ収集量は４５年に対し４９年は２.９倍になっており、この率は今後ますます伸びるものと考えられている。
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